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予算平成 30 年度

一般会計歳入　146 億 4,000 万円

町税
　28 億 6,456 万 8 千円　 （19.6％）

分担金・負担金、使用料・手数料
　2 億 9,579 万1千円　 （2.0％）

その他
　11億 3,153 万 4 千円　 （7.7％）

地方譲与税
　2 億 2,541万 5 千円　 （1.5％）

各種交付金
　 4 億 9,538 万1千円　 （3.4％）

町債
 13 億 2,220 万円　 （9.0％） 

県支出金
 12 億 9,175 万 5 千円　 （8.8％） 

国庫支出金
 13 億1,335 万 6 千円　 （9.0％） 

地方交付税
 57 億円　 （39.0％） 

※（　）は構成比

自主財源
（29.3％）

依存財源
（70.7％）

依存財源とは ...
国や県から交付されるお金
と町が借り入れるお金

繰入金（貯金の取り
崩し）、寄附金など

特別会計予算
国民健康保険特別会計 22 億 8,000 万円 芸北財産区特別会計 50 万円
下水道事業特別会計 9 億 9,000 万円 診療所特別会計 1 億 9,900 万円
農業集落排水事業特別会計 3 億 3,900 万円 情報基盤整備事業特別会計 6 億円
介護保険特別会計 28 億 7,400 万円 後期高齢者医療特別会計 2 億 9,400 万円
電気事業特別会計 4,800 万円

公営企業会計予算
事業区分 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

北広島町
水道事業 5 億 6,239万円 5 億 4,601万 5 千円 7,410 万 2 千円 3 億 1,367万 2 千円

北広島町
豊平病院事業 2 億 5,124 万 2 千円 2 億 6,574 万 4 千円 7,313 万 9 千円 7,313 万 9 千円

借入金（借金）
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一般会計歳出　146 億 4,000 万円

人件費
 27 億1,943 万 6 千円　（18.6％）

扶助費
　17 億 8,495 万円　（12.2％）

公債費
　21億1,908 万円　（14.4％）

普通建設事業費
　8 億 7,198 万 6 千円　（6.0％）災害復旧費

　3 億 6 千円　（2.0％）

その他
  3 億 8,051万 2 千円（2.6％） 

繰出金
  21億1,408 万 7 千円（14.4％） 

補助費等
  22億5,603万9千円（15.4％） 

維持修繕費
  3 億 32 万 2 千円（2.1％）

物件費
  17億9,358万2千円（12.3％）

第２次北広島町長期総合計画に掲げる「新たな感動・活力を創
る　北広島～人のチカラがあふれるまち～」を基軸とした５つ
の重点方針の実現に向け、各施策テーマごとに掲げた主要施策
を着実に進めていくため重点的に予算配分を行いました。
問 財政課 財政係　IP ☎０５０－５８１２－１８５９

特別会計へ支出
するお金

賃金や委託料
などのお金

道路や公共施設を整
備するお金

町の借金を返済
するお金

生活保護費、児童手当、
医療給付などのお金

13 億
8,600 万円

9億
8,900 万円

21億
9,200 万円

161 億
3,800 万円

168億
1,400 万円

町の主な貯金（財政調整基金）の
年度末残高の推移見込

町の借金（地方債）の
年度末残高の推移見込

災害が発生して予想していなかったお金を支出しなけれ
ばならない場合など、不測の事態に備えて財政調整基金
という貯金を積み立てています。

義務的経費
（45.2％）

その他
（46.8％）

投資的経費
（8.0％）
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平
成
30
年
度
当
初
予
算

主
要
施
策

　
　
・
事
業

平
成
30
年
度　
新
規
事
業

▼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
（
ネ
ウ
ボ
ラ　
き
た
ひ
ろ
し
ま
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
２
５
３
万
円

▼
県
立
千
代
田
高
等
学
校
塾
運
営
費　

　
補
助
金　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
５
２
万
円

▼
ま
ち
づ
く
り
拠
点
整
備
事
業

　
（
用
地
取
得
・
設
計
委
託
）

　
　
　
　
　
　
　
７
，
４
５
０
万
円

▼
庁
舎
周
辺
整
備
事
業

　
（
用
地
取
得
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
８
，
７
１
８
万
円

▼
高
規
格
救
急
自
動
車
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
４
，
０
８
３
万
円

▼
災
害
復
旧
（
29
年
７
月
発
生
災
害
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
億
円

　
第
２
次
長
期
総
合
計
画
に
お
け
る

　
テ
ー
マ
ご
と
の
主
要
事
業

Ⅰ　
み
ん
な
で
創
造
す
る

実
り
と
活
力
の
あ
る
ま
ち

　
　
　
　
　
　
７
億
９
，
２
８
７
万
円

①
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

▼
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度　

　
　
【
継
続
】　
３
億
５
，
２
４
７
万
円

▼
多
面
的
機
能
支
払
事
業　

　
　
【
継
続
】　
１
億
３
，
５
６
２
万
円

▼
企
業
立
地
奨
励
金　

【
継
続
】　
８
，
５
５
６
万
円

Ⅱ　
誰
も
が
愛
着
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

 

３
億
４
，
５
８
２
万
円

①
個
性
あ
る
魅
力
に
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

▼ 

樽
床
・
八
幡
山
村
生
活
用
具
及
び
民

家
保
存
修
理
事
業

【
継
続
】　
６
，
１
８
０
万
円

②
住
み
た
く
な
る
・

　

   

帰
っ
て
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

▼
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業

　
（
地
域
協
議
会
へ
の
助
成
金
）

【
継
続
】　
２
，
５
４
８
万
円

③
夢
と
希
望
、
豊
か
な
学
び
合
い
に　

　
　
　
　
　
　
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

▼ 

特
別
支
援
教
育
相
談
員
・
支
援
員
の

配
置

【
継
続
】　
３
，
３
６
３
万
円

Ⅲ　
心
身
と
も
に
健
や
か
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
　
　
　
　
　
２
億
２
，
０
４
６
万
円

①
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

▼ 

元
気
づ
く
り
推
進
事
業
（
後
期
高
齢

者
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
）

【
継
続
】　
３
，
３
５
４
万
円

▼
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
・
保
健
指
導
・

　
重
症
化
予
防
事
業

【
継
続
】　
５
，
８
８
５
万
円

Ⅳ　
や
す
ら
ぎ
と
便
利
さ
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち

　
　
　
　
　
　
８
億
７
，
２
６
１
万
円

①
生
活
の
利
便
性
が

　
　
　
　
　
確
保
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

▼
情
報
化
推
進
事
業

（
電
算
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
保
守
等
の
経
費
）

　
　
【
継
続
】　
１
億
４
，
６
８
９
万
円

▼
生
活
交
通
運
行
費
等
補
助
事
業

　
（
バ
ス
事
業
等
へ
の
補
助
）

【
継
続
】　
２
億
３
，
０
１
２
万
円

▼
道
路
新
設
改
良
事
業

【
新
規
・
継
続
】
２
億
８
，
８
１
６
万
円

Ⅴ　
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て　

　
　
　
　
　
　
未
来
を
創
造
す
る
ま
ち

　
　
　
　
　
　
１
億
６
，
８
５
９
万
円

①
町
民
の
視
点
に
立
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

▼
地
域
施
工
支
援
事
業　

　
　
【
継
続
】　
９
８
０
万
円

問
財
政
課 

財
政
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
９
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ネ
ウ
ボ
ラ 

き
た
ひ
ろ
し
ま

  「
て
ご
て
ご
」
を
開
設
し
ま
し
た
!!

「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
語
で「
ネ
ウ
ボ
＝
ア
ド
バ
イ
ス
」「
ラ

＝
場
所
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

保
健
師
な
ど
の
専
門
職
が
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
、
い
つ
で
も
気
軽
に

電
話
や
来
所
に
よ
る
相
談
を
受
け
、
自

宅
訪
問
な
ど
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
継
続
的
な
支
援
を
行
う
仕
組
み
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
中
心
拠
点
と
な
る
役
場

福
祉
課
に
は
、
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
保
育
士
）
と
母
子
保
健
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
保
健
師
、助
産
師
）

が
、
サ
ブ
拠
点
と
な
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
芸
北
：
さ
つ
き
ヶ
丘
こ
ど
も

園
内
、大
朝：大
朝
保
育
所
内
、千
代
田：

す
こ
や
か
、
豊
平
：
認
定
こ
ど
も
園
ふ

た
ば
内
（
ル
ン
ル
ン
））
に
は
、
子
育

て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
保
育
士

等
）
が
い
つ
で
も
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す

る
「
ネ
ウ
ボ
ラ 

き
た
ひ
ろ
し
ま
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ネ
ウ
ボ
ラ 

き
た
ひ
ろ
し
ま
」

で
は
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
が
一

体
と
な
っ
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
切
れ
目
な
い
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
構
築
し
、
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
が
で
き
る
北
広
島
町
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

保
健
師
な
ど
が
子
育
て
家
庭
を
継
続

的
に
支
援
し
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

愛
称
は
、公
募
に
よ
り
「
て
ご
て
ご
」

に
決
定
し
ま
し
た
。
広
島
弁
で
「
て
ご

う
す
る
」
は
、「
世
話
を
す
る
」「
手
伝

い
を
す
る
」
を
意
味
し
ま
す
。
切
れ
目

な
い
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
い
う
ネ

ウ
ボ
ラ
の
考
え
方
か
ら
も
ふ
さ
わ
し
い

言
葉
で
、
支
援
を
積
極
的
に
、
率
先
し

て
行
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
愛

称
で
す
。「
子
育
て
で
聞
き
た
い
こ
と

は
、『
て
ご
て
ご
』に
行
っ
た
ら
い
い
よ
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
所
、
子
育
て
家

庭
に
寄
り
添
う
場
所
と
な
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

　

３
月
９
日
（
金
）、
北
広
島
町
と
山

県
警
察
署
の
間
で
、「
児
童
虐
待
、
高

齢
者
虐
待
、
障
害
者
虐
待
及
び
配
偶
者

等
か
ら
の
暴
力
事
案
に
係
る
北
広
島
町

と
山
県
警
察
署
の
連
携
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
虐
待
等
暴
力
事
案
に
つ
い

て
連
携
を
強
化
し
て
い
く
た
め
の
協
定

で
す
。
虐
待
や
Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
間
暴
力
）

は
、
家
庭
内
で
の
出
来
事
で
、
問
題
と

し
て
な
か
な
か
表
に
は
出
な
い
た
め
、

重
症
化
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
を
さ
ら
に
深

め
、
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
の
未
然
防
止
と
被
害

者
の
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

山県警察署  嶋野署長と箕野町長

問
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

北
広
島
町
と
山
県
警
察
署

虐
待
防
止
な
ど
に
関
す
る
協
定
を
締
結

子育て世代包括支援センター
「ネウボラ きたひろしま」

支援・助言
子育て家庭

医療機関（産科・小児科など）

学校など
認定こども園・保育所（園）など

民生委員児童委員・主任児童委員など

相談

役場福祉課
各地域子育て支援センター（ ）
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◎
本
庁　

 

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１
（
代
）

町
長

箕
野 

博
司

副
町
長

中
原 

健

危
機
管
理
課

課
長
兼
危
機
管
理
監 

野
上 

正
宏

榎 

正
治
・
竹
下 

靖
彦

総
務
課

課
長 

畑
田 

正
法
課
長
補
佐

　

    
植
田 

伸
二 

課
長
補
佐

　

    
矢
部 
芳
彦  

総
務
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
） 

島
田 

英
樹
・
田
村 

智
行
・
石
井 

佳
奈
・
原
田 

雄
二
・
隅
田 

好
則
（
課
付
）・

池
松 

徹
（
課
付
）・
國
田 

千
鶴
（
課
付
）

行
政
管
理
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
） 

原
田 

靖
久
・
坪
内 

聡
子
・
加
藤 

祥
子
・
福
長 

三
玲

情
報
電
算
係

 

係
長 

池
田 

直
哉 

道
川 

和
樹
・
佐
伯 

雄
太
・
藤
井 

明
美
・
松
長 

二
三
枝

財
政
課

課
長 

植
田 

優
香
指
導
検
査
監

　
　

 

高
下 

雅
史
財
政
係

係
長 

国
吉 

孝
治
久
次 

恭
子
・
田
中 

徹
・
大
膳 

冬
希
・
奥 

裕
則 

管
財
契
約
係

係
長 

大
畑 

紹
子
岡
﨑 

創
・
山
岡 

裕
磨

企
画
課

課
長 

砂
田 

寿
紀
課
長
補
佐

　

    

近
藤 

貞
治 

地
域
づ
く
り
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
） 

田
中 

淳
之
・
藤
澤 

健
次

定
住
推
進
係

係
長 

熊
谷 

忠
明
吉
岡 

秀
樹
・
中
村 

晴
菜
・
岡
田 

真
菜

政
策
立
案
室

室
長 

芥
川
か
な
え
齋
藤 

栄
一
・
向
井 

陽
介

税
務
課

課
長 

浅
黄 

隆
文
課
長
補
佐

　

    

中
川 

俊
彦

所
得
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
） 

洲
浜 

瑞
恵
・
大
内 

哲
治
・
三
上 

瑠
衣
・
賴
岡 

智
樹

資
産
係

係
長 
頼
政 

孝
治
山
縣 

宏
爾
・
国
吉 

朋
美
・
小
渕 

清
香
・
亀
田 

祥
吾

徴
収
対
策
係

係
長 
五
反
田 

篤
溝
上 

正
義
・
大
本 

恵
里
・
垣
谷 

英
一
・
清
水 

鉄
也

町
民
課

課
長 

坂
本 

伸
次

課
長
補
佐

　

    

槇
原
ナ
ギ
サ

課
長
補
佐

　

    

迫
井 

一
深

住
民
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 

越
岡 

真
喜
子
・
矢
舗
田 

妙
子

国
保
年
金
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 
堀
亀 

志
津
江
・
小
林 

大
地

環
境
管
理
係 

係
長 

福
田 

透
江
丸
本 
江
里
子
・
伊
藤 

正
・
反
田 

賢
太
郎

所
長 

藤
吉 

数
磨
人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

土
井 
孝
行

 
平
成
30
年
度

行
政
組
織
新
体
制

行
政
組
織
・
機
構
の
見
直
し

〈
本
庁
〉

① 

「
危
機
管
理
監
」を「
危
機
管
理
課
」

に
名
称
変
更

② 

企
画
課
「
地
域
振
興
係
」
を
「
地
域

づ
く
り
係
」
と
「
定
住
推
進
係
」
に

分
割

③ 

建
設
課
「
災
害
復
旧
班
」
を
「
維
持

班
」
と
し
土
木
係
内
に
設
置

〈
支
所
〉

① 

「
地
域
振
興
係
」を「
地
域
づ
く
り
係
」

と
「
住
民
係
」
に
分
割

② 

「
建
設
管
理
係
」と「
産
業
振
興
係
」

を
「
産
業
建
設
係
」
に
統
合
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福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

課
長
兼
所
長 

　
　
細
川 

敏
樹   

課
長
補
佐

 　
　

 

芥
川 

智
成  

地
域
福
祉
係

係
長 

田
中 

貴
子
開
本 

美
由
紀
・
藤
堂 

崇
・
沖
野 

義
史　

 

生
活
福
祉
係

係
長 

中
川 

和
美
下
杉 

昌
樹
・
行
井 

秀
二
・
掛
田 

仁
美

子
育
て
支
援
係 

（
課
長
補
佐
兼
務
）
森
川 

恭
子
・
水
越 

季
美
子
・
水
野 

雅
美
・
前
迫 

航
平

芸
北
つ
く
し
保
育
園

園
長 

佐
々
見
博
子
佐
伯 

幸
恵

新
庄
保
育
所

所
長 

上
田 

澄
子
上
田 

和
永
・
大
上 

理
恵
・
小
笠
原 

麻
美

所
長 

石
川 

瑞
枝

本
地
保
育
所

田
辺 

由
美
・
吉
岡 

晶
子
・
川
本 

喜
美
代

南
方
保
育
所

所
長 

住
吉
美
寿
津
片
桐 

裕
子
・
鳳
山 

直
美

 

川
戸
保
育
所

所
長 

安
本 

美
和
津
賀
山 

有
紀

保
健
課

課
長 

福
田 

さ
ち
え
課
長
補
佐

 　

  

渡
邉
か
お
り

   （
県
か
ら
派
遣
）

健
康
増
進
係

係
長 

頼
政
ミ
ノ
リ
迫
田 

智
恵
子
・
芳
田 

英
俊
・
増
田 

斉
・
小
山 

奈
那
子
・
尾
藤 

里
穗

介
護
保
険
係

係
長 

細
居 

治 

川
手 

砂
和
子
・
和
泉 

智
子
・
小
川 

康
貴
（
県
へ
派
遣
）

地
域
介
護
係

係
長 

門
出 

暁
子
宮
本 

真
里
・
小
田 

千
里
・
竹
舛 

弥
生
・
佐
々
木 

理
沙

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

次
長 
萬
田 

晃
成

奥
田 

百
合
絵
・
岡
本 

正
恵

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　

次
長 

友
広 

慎
治 

雄
鹿
原
診
療
所

所
長 

東
條 
環
樹

宮
本 

す
ま
子
・
西
田 

智
絵
・
薮
谷 

真
由
美
・
酒
井 

裕
子
・
中
村 

裕
子
・

近
藤 

玉
江
・
石
部 

恵
美
子
・
雪
田 

和
也

八
幡
診
療
所

所
長 

清
戸 

翔
（
県
か
ら
派
遣
）

原
田 

典
子

芸
北
歯
科
診
療
所
所
長 

木
村 

菜
穂
子

保
手
濱 

史
代

農
林
課

課
長 

落
合 

幸
治                                         

課
長
補
佐

　
　

 

滝
野 
修

課
長
補
佐　

　
　

 

小
椿 

治
之

課
長
補
佐　

　
　

 

宮
地 

弥
樹

農
業
振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 

高
野 

さ
や
か
・
山
田 

歩
・
熊
本 

翔
平
・
安
田 

圭
佑

農
地
調
整
係

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）（
課
長
補
佐
兼
務
）
大
内 

由
美
子
・
和
泉 

正
明
・
多
川 

信
之
（
再
任
）

林
業
振
興
係

係
長 

村
竹 

明
治
是
角 

健
二
・
越
間 

裕
貴

新
規
就
農
推
進
係
（
課
長
補
佐
兼
務
）
小
椿 

美
紀

商
工
観
光
課

課
長 

沼
田 

真
路 

商
工
振
興
係

係
長 

出
廣 

美
穂
服
部 

昌
英
・
西
岡 

直
美

観
光
振
興
係

係
長 

辰
川 

勝
則
道
川 

智
治
・
伊
藤 

絵
梨

建
設
課

課
長 

川
手 

秀
則
　
　

  

管
理
係

係
長 

田
中 

大
作
國
芳 

顕
・
三
吉 

由
華

都
市
計
画
係

係
長 
田
辺 

康
行
豊
田 

紘
志

土
木
係

係
長 
藤
井 
尚
志
迫
田 

弘
志
・
木
村 

隆
之
・
清
水 

幸
展
・
土
井 

亮
三
（
再
任
）

維
持
班
（
土
木
係
）

石
川 

一
義
・
齋
藤 

兼
治
・
松
若 

孝
亮

農
林
土
木
係

係
長 

門
出 

泰
典
岡
崎 

真
也
・
土
手 

浩
嗣
・
酒
井 

忠
典
（
再
任
）

国
土
調
査
事
務
所

所
長 

堂
原 

千
春

専
門
員 

片
岡 

英
昭 
中
野 
真
弘
・
平
田 

俊
文
・
成
瀬 

哲
彦
（
再
任
）

上
下
水
道
課

課
長 

中
川 

克
也
　

管
理
係

係
長 

細
居 

操

髙
田 
幸
治
・
大
塚 

和
典
・
清
水 

玲
香

工
務
係

係
長 

寺
川 

浩
郎
藤
田 

一
秀
・
大
畑 

直
也
・
益
田 

祐
輔
・
藤
本 

健
悟
・
清
水 

繁
昭
（
再
任
）

会
計
室

会
計
管
理
者
（
兼
会
計
室
長
） 

畑
田 

朱
美 

専
門
員 

中
祖 

和
史
梅
本 

孝
宏
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◎
議
会

議
会
事
務
局

事
務
局
長 

松
浦 

誠

田
辺 

五
月
・
大
野 

裕
紀

◎
教
育
委
員
会

教
育
長

池
田 

庄
策

学
校
教
育
課

課
長 

石
坪 

隆
雄

学
校
総
務
係

係
長 

渡
邉 

雪
美
大
本 

賢
一
郎
・
髙
木 

智
典
・
小
山 

渓
太
（
県
教
委
へ
派
遣
）

学
校
指
導
係

係
長 

柳
川 

崇
興
藤
田 

一
友
（
県
教
委
か
ら
派
遣
）・
川
上 

貴
志

生
涯
学
習
課

課
長 

西
村 

豊 

課
長
補
佐

       

三
宅 

克
江

課
長
補
佐

       

沢
元 

史
代

課
長
補
佐

（
千
代
田
中
央
公
民
館
）

       

池
田 

慶
子

ふ
る
さ
と
夢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
係
（
課
長
補
佐
兼
務
） 

井
口 

瑞
穂
・
沖
中 

満
春
・
大
成 

純
一
郎
・
池
田 

真
未
・
黒
田 

典
子
・

落
合 

か
る
な

文
化
振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 

白
川 

勝
信
・
新
中 

達
也
・
佐
々
木 

直
彦
（
再
任
）

千
代
田
中
央
公
民
館

北
広
島
町
図
書
館

佃 

千
賀
子

◎
芸
北
支
所　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
０
（
代
）

芸
北
支
所

支
所
長

　
　
清
見 
宣
正

支
所
長
補
佐

　
　

 

佐
々
木
新
十

支
所
長
補
佐

　
　
 

足
利 

英
彰

地
域
づ
く
り
係
（
支
所
長
補
佐
兼
務
）
淀
渕 

朱
美
・
浅
香 

潤
観

住
民
係

係
長 

折
本
恵
美
子
山
本 

一
久
・
藤
澤 

久
美
子

産
業
建
設
係

（
支
所
長
補
佐
兼
務
）
山
本 

哲
（
専
門
員
）・
後
藤 

洋
治
・
佐
々
木 

靖

◎
大
朝
支
所　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
２
１
１
（
代
）

大
朝
支
所

支
所
長

　
　
竹
下 

秀
樹

支
所
長
補
佐

　
　

 

洲
浜 
正
文

地
域
づ
く
り
係

係
長 

真
倉 

仁
司
瀧
野 

友
裕
・
蔵
升 

美
菜

住
民
係

係
長 

槇
本 

妙
子
藤
田 

美
香
・
宮
内 

有
香

産
業
建
設
係

（
支
所
長
補
佐
兼
務
）
新
谷 

明
彦
・
田
津 

正
敏
・
新
増 

栄
史

◎
豊
平
支
所　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
２
２
（
代
）

豊
平
支
所

支
所
長

　
　
益
田 

智
幸

支
所
長
補
佐

　
　

 

森 

孝
行

地
域
づ
く
り
係

係
長 

橋
坂 

知
佐
笠
道 

百
合
子
・
表
崎 

崇
樹

住
民
係

係
長 

上
田
久
美
子
小
川 

友
里
江
・
伊
藤 

新

産
業
建
設
係

（
支
所
長
補
佐
兼
務
）
亀
寳 

真
・
河
野 

勝
暁
・ 

山
本 

剛
志

平成30年度 行政組織新体制
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◎
豊
平
病
院

（
医
療
法
人
齊
和
會 

派
遣　
※
町
か
ら
の
派
遣
職
員
に
つ
い
て
記
載
）　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
５
５　
☎
０
８
２
６
‐
８
４
‐
１
１
５
５

院
長

高
山 

孝
弘

副
院
長

診
療
部

（
院
長
兼
務
）

診
療
支
援
部

放
射
線
科

薬
剤
科

吉
永 

綾
一

臨
床
検
査
科

理
学
療
法
科

部
長 

平 

健
蔵

佐
々
木 

裕
江

看
護
部

部
長 

国
原 

裕
二

病
棟
看
護
科

サ
ブ 

瀧
下 

満

山
本 

明
子
・
花
岡 

み
ち
子
・
村
上 

深
雪
・
松
田 

慶
子
・
小
濱 

賀
奈
与
・

松
本 

美
沙
子
・
紙
谷 

弥
生
・
立
川 

敬
子
・
小
蔦 

和
子
（
再
任
）

外
来
看
護
科

横
田 

妙
子
・
井
上 

幸
子
・
久
野 

と
も
え

地
域
包
括
ケ
ア
部

部
長 

藤
山 

一
宏

事
務
部

部
長

    
佐
々
木 

靖
志

事
務
部
長
補
佐

　
　
藤
川 

弘
治

事
務
部
長
補
佐

　
　
竹
下 

直
紀

総
務
係

係
長 

藤
川 

弘
治

（
兼
務
）

医
事
情
報
係

◎
北
広
島
町
消
防
本
部　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
１
９

消
防
長

石
井 

雅
宏

次
長 

日
田 
靖
成

総
務
課

課
長 

槙
野 

一
也

総
務
係

係
長 

吉
田 

伸
也
佐
田 

り
つ
こ
・
乙
田 

武
・
平
田 

浩
一・千
田 

直
貴

消
防
課

（
次
長
兼
務
）

　
　

予
防
係

係
長 

有
田 

俊
一
中
尾 

正
人
・
田
上 

敬
明

警
防
係

係
長 

渡
草 

孝
夫
今
本 

秀
智
・
大
下 

正
利

救
急
係

係
長 

友
田 

秀
治
越
智 

義
宏
・
別
府 

泰
明

通
信
指
令
係

係
長 

藤
井 

文
典
東 

正
治
・
今
本 

秀
智
・
梅
木 

偉
久
・
大
下 

正
利

◎
北
広
島
町
消
防
署

署
長

松
本 

浩
二

副
署
長

加
藤 

孝
士

福
田 

雄
宏

本
署

　

 

隊
司
令

　

    

加
藤 

孝
士
第
１
隊

隊
長 

友
田 

秀
治

隊
長 

藤
井 

文
典
今
本 

秀
智
・
梅
木 

偉
久
・
越
智 

義
宏
・
栗
栖 

翼
・

下
田 

宏
大
・
乙
田 

武
・
沖 

直
和
・
栗
栖 

裕
哉
・

横
山 

愼
一
郎
・
有
間 

健
人

隊
司
令

　

    

福
田 

雄
宏
第
２
隊

隊
長 

吉
田 

伸
也

隊
長 

渡
草 

孝
夫
東 

正
治
・
大
下 

正
利
・
中
尾 

正
人
・
別
府 

泰
明
・

中
田 

貴
大
・
梶
川 

善
樹
・
山
岡 

健
吾
・
平
河 

英
樹
・

宮
本 

泰
徳
・
敷
本 

裕
二

芸
北
出
張
所

　

所
長 

笠
道 

宏
和
第
１
隊

副
所
長

　
　
箕
牧 

功
治

隊
長 

笠
道 

宏
和
花
木 

敏
彦
・
前
﨑 

貴
正
・
松
本 

和
也

第
２
隊

隊
長 
箕
牧 

功
治
山
下 

稔
・
山
脇 

和
雄
・
曽
我
部 

誠
司

大
朝
出
張
所

所
長 

立
川 

貢

第
１
隊

副
所
長

　
　
瀧
川 

利
夫

隊
長 
瀧
川 

利
夫
中
村 

英
信
・
須
々
木 

優
司
・
三
宅 

晃
貴

第
２
隊

隊
長 
立
川 
貢

渡
辺 

肇
・
西
田 

聖
仁
・
栁
澤 

直
人

豊
平
出
張
所

所
長 

宗
下 

雅
弘
第
１
隊

副
所
長

　
　
隅
田 

雅
之

隊
長 

隅
田 
雅
之
山
田 

徹
・
中
村 

兼
悟
・
井
関 

秀
哉

第
２
隊

隊
長 

宗
下 

雅
弘
植
木 

亨
・
下
西 

幸
典
・
富
岡 

進
也
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教職員の定期人事異動（北広島町教育委員会）
　平成 30 年度の北広島町内小中学校・共同調理場などの定期人事異動がありました。校長を中心
として町民の皆さんに信頼される学校づくりに努め、「安全文化の創造」「健やかな体」「豊かな心」

「確かな学力」をめざして、教育活動を展開していきます。
■小学校
地域 学校名 校長　(　) は前任校 教頭　(　) は前任校
芸北 芸 北 小 学 校 國本 美幸 （安芸太田町立戸河内小） 髙槻 雄志

大朝 大 朝 小 学 校 川上 克己 （坂町立横浜小） 垰田 勝司
新 庄 小 学 校 寄実 富美枝 折口 一彦

千
代
田

川 迫 小 学 校 上本 美代子 田村 裕子 （安芸高田市立小田小）
八 重 小 学 校 神川 義紀 立川 智子
八重東小学校 栗栖 千賀子 出元 永子
壬 生 小 学 校 板倉 寿恵美 （芸北小） 谷川 佳万
本 地 小 学 校 仲野 泰二 山城 美和

豊平 豊 平 小 学 校 佐々木 昭典 深井 美紀 （芸北小）
■中学校
地域 学校名 校長　(　) は前任校 教頭　(　) は前任校
芸北 芸 北 中 学 校 河野 通之 （北広島町教委） 山岡 修一
大朝 大 朝 中 学 校 藤田 典生 （千代田中） 佐々木 悟
千代田 千代田中学校 山田 正彦 （芸北中） 森近 泰典
豊平 豊 平 中 学 校 久川 伸介 村本 勝彦

＊芸北中学校長は、芸北学校給食センター長を、大朝小学校長は、大朝学校給食共同調理場長を、
　豊平中学校長は、豊平学校給食センター長を兼務

退
職
（
３
月
31
日
付
）

五
反
田 

孝    （
危
機
管
理
監
）

古
川 

達
也　

 （
総
務
課
長
）

信
上 

英
昭　

 （
財
政
課
長
）

土
井 

亮
三　

 （
指
導
検
査
監
）

林 

秀
治　

    （
国
土
調
査
事
務
所
長
）

成
瀬 

哲
彦　

 （
芸
北
支
所
長
）

酒
井 
忠
典　

 （
芸
北
支
所
次
長
）

清
水 
繁
昭　

 （
大
朝
支
所
長
）

岩
見 

学　

    （
豊
平
支
所
次
長
補
佐
）

上
田 

早
苗　

 （
新
庄
保
育
所
長
）

住
田 

千
代
花
（
南
方
保
育
所
長
）

上
田 

俊
則    （
総
務
課
長
補
佐
）

石
川 

尚　

    （
国
土
調
査
事
務
所
主
任
）

河
野 

通
之　

 （
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

〈
消
防
〉

牧
原 

早
人　

 （
芸
北
出
張
所
長
）

齋
藤 

幸
男　

 （
大
朝
出
張
所
長
）

沖 

保
夫　

    （
大
朝
出
張
所
副
隊
長
）

〈
医
療
〉

小
蔦 

和
子　

 （
豊
平
病
院 

看
護
部
）

退
職

こ
の
た
び
、
次
の
職
員
が
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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４月１日付で、６人の職員を採用しました。どうぞよろしくお願いします。

企画課　定住推進係
中
なかむら

村　晴
は る な

菜
好きな言葉　「誠実」

総務課　行政管理係
福
ふくなが

長　三
み れ い

玲
好きな言葉　「毎日楽しく！」

建設課　管理係
三
み よ し

吉　由
ゆ か

華
好きな言葉　「大丈夫」

生涯学習課
ふるさと夢プロジェクト係

黒
く ろ だ

田　典
の り こ

子
好きな言葉　「笑顔」

消防本部

平
ひ ら た

田　浩
こういち

一
好きな言葉　「質実剛健」

消防本部

千
せ ん だ

田　直
な お き

貴
好きな言葉　「感謝」

北広島町職員採用試験について
　試 験 職 種 採用予定人数 年齢及び資格・免許等

事
務
職

一般事務職 若干名
○ 平成元年 4 月 2 日から平成 13 年 4 月 1 日 までに

生まれた人
　（平成 31 年 4 月 1 日現在で 18 歳～ 29 歳）

職務経験がある
人を対象とした
事務職

若干名
○ 昭和 58 年 4 月 2 日から平成元年 4 月 1 日までに

生まれた人
　（平成 31 年 4 月 1 日現在で 30 歳～ 35 歳）
○民間企業等で実務経験がある人

消防職 若干名
○ 平成 5 年 4 月 2 日から平成 13 年 4 月 1 日までに

生まれた人
　（平成 31 年 4 月 1 日現在で 18 歳～ 25 歳）

平成 31 年４月１日採用予定の職員採用試験を実施します。

●第１次試験日　平成 30 年９月 16 日（日）　午前 9 時から（会場：北広島町役場本庁）
●受  付  期  間　平成 30 年７月２日（月）～８月 15 日（水）
● 採用試験の詳細については、広報きたひろしま（８月号）、告知放送、町ホームページでお知

らせします。
問総務課 行政管理係　IP ☎０５０－５８１２－１８５０

新規採用職員紹介
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＜納付書＞
　 平成30年５月31日（木）までに

指定の金融機関またはコンビニ
で納めてください。

納期限は平成30年５月31日（木）です
＜口座振替＞
　 平成30年５月31日（木）に指定

の口座から振り替えますので、
残高をご確認ください。

平成 27 年４月１日以後に新規登録した車両は新税率が適用されます。
平成 27 年３月 31 日までに新規登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた車両）は、
登録後 13 年経過するまで、現行税率のままです。

初度検査年月から 13 年を経過した車両（電気軽自動車等を除く）は、経年重課の税
率が適用されます。今年度においては平成 17 年３月以前に登録された車両が対象です。
※ 車両の登録年数は、所有されている車両の車検証の「初度検査年月」でご確認くださ

い。車両を所有されてから 13 年ではありませんのでご注意ください。

　税率（年額）

初度検査年月 平成 27 年
3 月以前

平成 27 年
4 月以降

平成 17 年
3 月以前

四輪

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

原付、二輪自動車、小型特殊など

三輪、四輪の軽自動車

平成 30 年度 軽自動車税の納付について

区分 税率（年額）

原動機付自転車

50cc 以下 2,000 円
50cc 超 90cc 以下 2,000 円
90cc 超 125cc 以下 2,400 円
ミニカー等（50cc 以下） 3,700 円

二輪の軽自動車（125㏄超 250㏄以下） 3,600 円
二輪の小型自動車（250㏄超） 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用 2,000 円
その他（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ等） 5,800 円

雪上車（総排気量が 660㏄以下のもの） 3,600 円

12Public Relations Kitahiroshima
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軽自動車
車種区分

　税率（年額）
（ア） （イ） （ウ）

四輪

乗用
自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円

営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物
自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

三輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

（ア）電気自動車・天然ガス軽自動車（平成30年排出ガス基準適合又は平成21年排出ガス10%低減）
（イ）乗　  用：平成30年排出ガス基準50％低減又は平成17年排出ガス基準75%低減かつ
　　　　　　　平成32年度燃費基準＋30％達成車
　　 貨 物 用：平成30年排出ガス基準50％低減又は平成17年排出ガス基準75%低減かつ
　　　　　　　平成27年度燃費基準＋35％達成車

（ウ）乗 　 用：平成30年排出ガス基準50％低減又は平成17年排出ガス基準75%低減かつ
                     平成32年度燃費基準＋10％達成車
       貨 物 用：平成30年排出ガス基準50％低減又は平成17年排出ガス基準75%低減かつ
                     平成27年度燃費基準＋15％達成車
※ (イ)、(ウ)については、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。

税情報

グリーン化特例
平成 29 年度（H29.4.1 ～ H30.3.31）に新規取得した一定の環境性能を有する軽四輪などは、

その燃費性能に応じたグリーン化特例（軽課）が導入されています。

平成 29 年度の軽自動車税が上記のグリーン化特例に該当していた方は、平成 30 年度では、
四輪貨物（自家用）5,000 円、四輪貨物（営業用）3,800 円、四輪乗用（自家用）10,800 円の
税額となります。これはグリーン化特例の適用が１年限りとなっているためです。

よって、平成 30 年度のグリーン化特例適用者の方は来年度には平成 27 年４月１日以後登録
の税額になります。

平成 29年度にグリーン化特例により軽課対象だった方
グリーン化特例における減税は１年限りの適用です

北広島町では、便利で安心な口座振替による納付を推進しています。
口座振替での納税を希望される方は、北広島町内の次の金融機関窓口でお申し込みください。
< 口座振替取扱金融機関 >
　　広島北部農業協同組合　広島市農業協同組合　広島銀行　もみじ銀行
　　広島市信用組合　山陰合同銀行　ゆうちょ銀行

納税には便利な口座振替をお勧めします

問税務課 所得係　IP ☎０５０－５８１２－１８５２
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軽自動車税の減免制度について

税情報

　軽自動車税には次のような減免制度があります。軽自動車をお持ちの方で次の要件に該当する
場合は、本人の申請によりその年度の軽自動車税の減免を受けることができます。
●平成 30 年度の減免申請期限は５月 24 日（木）です（期限厳守）
　下記必要書類をご持参のうえ、役場税務課または各支所住民係へ申請してください。
●平成 30 年度の申請でもマイナンバーが必要です

お手続きの際には、マイナンバーカードなど、確認できるものをお持ちください。

■身体障がい者などの方に対する減免
　　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、

精神障害者保健福祉手帳のいずれかの交付を
受けている方、あるいはその方と生計を一に
する方（もっぱら軽自動車を身体障がい者の
方の輸送を目的として使用する場合）のうち、
下記等級表に該当する方。
　普通自動車などで既に減免を受けている場
合は該当しません（身体障がい者１人につき
１台のみ）。

申請に必要な書類など
①印鑑
②納税通知書（届いている場合） 
③該当する車の車検証 
④運転者の運転免許証
⑤マイナンバー（通知）カード　
⑥ 身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手

帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれか
※ 既に減免の継続申請書を提出された方は

あらためて申請する必要はありません。

申請期限
5 月24 日（木）

区分 障害の程度
本人 家族または常時介護者

視覚障害 １～４級
聴覚障害 ２、３級
平衡機能障害 ３級
上肢不自由　※１ １、２級
下肢不自由　※１（移動機能） １～６級 １～３級
体幹不自由 １～３、５級 １～３級
心臓・じん臓・ぼうこう・直腸・小腸・
呼吸器の機能障害 １、３級

音声機能障害 ３級（喉頭摘出障害）
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １～３級
肝臓機能障害 １～３級
知的障害者 A、Ⓐ
精神障害者 １級

軽自動車税　減免対象障害程度等級表（運転者によって該当範囲が変わります）

※１　乳児期以前の非進行性脳病変による運動機能障害含む

問 税務課 所得係　IP ☎０５０－５８１２－１８５２
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　障がいを知り、共に生きる　

問福祉課 地域福祉係　IP☎０５０－５８１２－１８５１

　障害者手帳制度について
　障がいのある方が、いろいろな援助を受けるために障害者手帳の交付制度があります。
　手帳が交付されることにより、障がい福祉サービスなどの提供を受けることができるように
なります。申請の手続きなど、障害者手帳に関することは福祉課へお問い合わせください。
障害者手帳の種類 内　　容

身体障害者手帳

身体障害者福祉法に定める障害程度に該当すると認められた方に交付
されます。
障害程度の重度の方から順に１級～６級に区分され、更に障がいの種
類に応じて、視覚、聴覚、音声言語、肢体不自由、内部障害などに分
けられています。

療育手帳

知的機能に障がいがあるため、日常生活に支障が生じ、何らかの特別
の支援を必要とする状態にある方に交付されます。
障がいの程度によって、Ⓐ（最重度）、A（重度）、Ⓑ（中度）、B（軽度）
の手帳が交付されます。

精神障害者
保健福祉手帳

精神疾患を有する方のうち、精神障がいのため長期間にわたり日常生
活または社会生活への制約がある方に交付されます。
統合失調症、気分（感情）障害、てんかん、器質性精神障害（認知症、
高次脳機能障害など）、発達障害、その他の精神疾患の全てが対象です。
知的障害（精神遅滞）は含まれません。
障害の程度によって、1 級～ 3 級までの手帳が交付されます。

～みんなで創る　いきいき　のびのび　北広島町～
「男女共同参画プラン（第３次）」を策定しました

　本町では、男女共同参画プランを策定し、男女がお互いに認め合いつつ責任を分かち合い、性別
にかかわりなく、個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現を目指してきました。
　この度策定したプランでは、新たに女性の活躍促進や防災における男女共同参画に取り組んでい
きます。

男女共同参画プラン（第３次）の概要 　　計画期間：平成 30 年～平成 34 年（５年間）
目標１

男女共同参画を実現するため
の人づくり（つながりづくり）
（1） 男女共同参画の推進に向

けた広報・啓発の充実
（2） 学校教育における男女共

同参画の推進

目標２
働きやすく生活しやすい
町づくり（魅力づくり）

（1） 職場における女性の活躍
促進

（2）子育て支援の整備
（3） 方針決定過程への参画の

推進

目標３
安心して暮らせる町づくり

（やさしさづくり）
（1） 生涯を通じた健康づくり

の推進
（2） 誰もが安心して暮らせる

環境整備
（3） 女性、子ども等に対する

あらゆる暴力の根絶に向
けた取組の推進

プランは町ホームページで公開
しています。

問町民課 人権・生活総合相談センター　IP ☎０５０－５８１２－５０２０
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北広島町
定住者の声

北広島町に移り住んで
来られた方の体験談を

紹介します

　
今
月
は
、
昨
年
８
月
に
千
代
田
の
本
地

地
区
に
あ
る
築
約
１
３
０
年
の
古
民
家
へ

移
住
さ
れ
た
髙た
か
は
し橋 

ふ
み
よ
さ
ん
で
す
。

●
ど
ち
ら
か
ら
来
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

　
生
ま
れ
は
江
田
島
で
す
。
こ
こ
に
来

る
前
は
、
毘
沙
門
台
（
広
島
市
安
佐
南

区
）
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

●
こ
の
家
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
で
。

は
い
。
ご
縁
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う

ね
。
家
主
（
売
主
）
の
本
田
さ
ん
と
も

契
約
前
か
ら
何
度
も
お
会
い
し
て
い

て
、「
親
戚
が
１
人
増
え
た
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
ね
」と
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

妹
さ
ん
た
ち
も
、
お
墓
参
り
の
つ
い
で

に
時
々
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
。

●
素
敵
な
お
家
で
す
ね
。

　
弟
が
い
た
か
ら
、
こ
こ
ま
で
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
処
分
も
１

ｔ
ダ
ン
プ
を
借
り
て
手
伝
っ
て
く
れ
た

し
、
家
の
修
繕
も
い
ろ
い
ろ
手
伝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
床
張
り
や
外
の
格
子
を

塗
る
と
き
は
、
父
や
伯
父
も
手
伝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
今
度
は
蔵
を
修
繕
し
た

り
、
居
間
の
壁
や
天
井
も
直
し
た
い
の

で
、
５
年
後
で
も
ま
だ
す
べ
て
が
思
い

通
り
に
は
な
っ
て
な
い
と
思
い
ま
す

（
笑
）。
た
だ
、
丁
寧
に
身
の
丈
に
合
っ

た
生
き
方
を
し
て
い
き
た
い
な
と
思
っ

て
。
こ
の
家
で
ゆ
っ
く
り
と
。

古
い
家
だ
か
ら
家
自
体
に
魂
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
こ
の
家
に
受
け
入
れ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。だ
か
ら
、

朝
は
「
お
は
よ
う
！
」
っ
て
あ
い
さ
つ

す
る
し
、「
少
し
ず
つ
キ
レ
イ
に
し
て

い
く
か
ら
、住
ま
わ
せ
て
く
だ
さ
い
ね
」

っ
て
声
を
か
け
て
ま
す
。

●
寒
さ
や
雪
は
大
丈
夫
で
す
か
？

寒
さ
は
あ
ま
り
気
に
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
こ
で
の
春
は
初
め
て
な
の
で
、

と
て
も
待
ち
遠
し
い
で
す
。
楽
し
み
が

倍
に
な
る
、
そ
う
い
う
寒
さ
だ
と
思
い

ま
す
。

雪
は
、
本
地
の
旧
道
も
除
雪
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
高
齢
の
方
が

多
い
の
で
、
自
分
た
ち
だ
け
で
雪
か
き

を
す
る
の
は
と
て
も
大
変
で
す
。
住
ん

で
な
い
家
も
沢
山
あ
る
し
…
。
車
が
す

れ
違
う
こ
と
も
で
き
な
く
て
、
皆
さ
ん

困
っ
て
ま
す
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
お
願
い
し

た
い
で
す
。

●
お
勤
め
先
は
、
広
島
市
内
だ
と
か
。

勤
務
先
は
、
祇
園
に
あ
る
、
広
島
市

祇ぎ
お
ん
ち
ょ
う
ほ
か
に
か
ち
ょ
う

園
町
外
ニ
ケ
町
土
地
改
良
区
で
す
。

２
５
０
年
の
歴
史
あ
る
八
木
用
水
と
い

う
農
業
用
水
路
の
維
持
管
理
な
ど
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

●
通
勤
が
大
変
で
は
？

特
に
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
雪
が
多
い

と
き
は
毘
沙
門
台
の
家
に
泊
ま
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
近
所
の
方
が
「
何
㎝

の
雪
あ
り
」
と
か
、「
今
日
は
明
神
峠

Ｏ
Ｋ
」
と
か
メ
ー
ル
を
下
さ
る
の
で
、

ち
ょ
っ
と
危
な
そ
う
だ
っ
た
ら
高
速
道

路
を
使
っ
て
帰
っ
て
き
た
り
、
何
と
か

や
っ
て
ま
す
。

●
ご
近
所
の
サ
ポ
ー
ト
が
す
ご
い
で
す
ね
。

普
段
か
ら
野
菜
を
い
た
だ
い
た
り
、

北広島町　定住情報 検索

畑
の
こ
と
を
教
わ
っ
た
り
、
給
湯
器
の

防
寒
対
策
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
…
。

本
当
に
親
切
。
感
謝
と
い
う
よ
り
、
足

を
向
け
て
寝
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
移
住
生
活
は
期
待
通
り
で
し
た
か
？

そ
れ
な
り
に
期
待
し
て
来
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

い
い
人
と
ば
か
り
め
ぐ
り
会
っ
て
い
る

し
、
日
々
楽
し
い
し
。
本
当
に
良
い
と

こ
ろ
へ
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
東
京
で
の
定
住
フ
ェ
ア
に

　
　
出
展
し
ま
す

　
５
月
20
日
（
日
）
午
前
11
時
か
ら
東

京
交
通
会
館
12
階 

カ
ト
レ
ア
サ
ロ
ン

Ａ
（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
）
で
開

催
さ
れ
る
「
ひ
ろ
し
ま
定
住
フ
ェ
ア
」

に
、
北
広
島
町
も
相
談
ブ
ー
ス
を
出
展

し
ま
す
。
移
住
後
の
仕
事
や
住
ま
い
に

関
す
る
情
報
収
集
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　
関
東
の
大
学
に
進
学
を
さ
れ
た
お
子

さ
ん
や
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
検
討
し
て

い
る
関
東
在
住
の
お
知
り
合
い
の
方
に

ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

5/20
（日）問

企
画
課 

定
住
推
進
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６
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地 域 お こ し 協 力 隊 通 信

　
初
め
て
の
も
ん
ぺ
作
り

　
地
域
の
お
年
寄
り
か
ら
、
農
閑
期
は

手
仕
事
を
し
て
い
た
と
聞
い
た
の
で
、

今
年
の
冬
は
、
大お
お
あ
さ
ば
り

朝
張
や
染
め
の
体
験

な
ど
、
も
の
づ
く
り
の
時
間
を
多
く
と

っ
て
い
ま
し
た
。
考
え
事
を
し
な
が
ら

手
を
動
か
す
と
、
気
持
ち
が
落
ち
着
き

ま
す
。
昔
の
人
た
ち
は
、
ど
ん
な
気
持

ち
で
冬
を
過
ご
し
て
い
た
の
か
な
…
と

想
像
し
、
楽
し
み
ま
し
た
。

２
月
26
日
に
は
、初
め
て
「
も
ん
ぺ
」

を
作
り
ま
し
た
。裁
縫
が
苦
手
な
の
で
、

始
め
る
前
は
不
安
で
し
た
が
、
ミ
シ
ン

を
借
り
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
母
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
ん
ぺ
を
２
０
０
本
以
上

作
っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。「
こ
こ

を
ま
っ
す
ぐ
縫
っ
て
ご
ら
ん
」「
こ
こ

は
、
し
っ
か
り
返
し
縫
い
を
す
る
と
い

い
よ
」
な
ど
、
手
順
を
丁
寧
に
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
時
々
、
縫
い
目
が
ず

れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
乗
り
越
え
つ
つ
、

約
４
時
間
半
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

目
の
前
の
作
業
に
精
一
杯
で
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
う
ち
に
で
き
ま
し
た
。
本

当
は
、
全
体
の
仕
上
が
り
を
頭
で
考
え

な
が
ら
縫
っ
て
い
く
の
が
良
い
の
で
す

が
、
難
し
か
っ
た
で
す
。

作
っ
て
み
て
初
め
て
、
作
り
手
の
苦

労
や
こ
だ
わ
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

大
朝
張
も
で
す
が
、
昔
か
ら
作
ら
れ
て

い
る
も
の
は
無
駄
が
な
く
、
使
い
や
す

い
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
こ
と
を
地
域
で
教
わ
っ
て
、
次
に

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

  （
大
朝
・
鳥と

や谷 

明あ

す

か
日
香
）

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
も
最
終
年
度

を
迎
え
ま
し
た
。昨
年
度
に
引
き
続
き
、

今
年
度
も
「
食
」
と
「
文
化
」
を
テ
ー

マ
に
主
に
３
つ
の
活
動
を
し
て
い
き
ま

す
。

① 

養
鶏
と
芸
北
食
材
に
関
連
し
た
商
品

開
発

昨
年
６
月
か
ら
卵
用
鶏
の
飼
育
や
卵

の
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
卵
や
芸
北
素
材
を
使
用

し
た
加
工
販
売
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

② 

大
朝
や
邑
南
町
で
の
ラ
ン
チ
営
業
の

定
期
開
催

昨
年
10
月
に
「
芸
北
定
食
」
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
２
か
月
に
１
度
の
芸
北
ラ

ン
チ
営
業
を
、
今
年
度
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
２
月
に
は
、
島
根
県
邑

南
町
に
あ
る
軽
食
喫
茶
「
キ
ッ
チ
ン
豆

蔵
」
で
カ
モ
丼
定
食
を
提
供
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
内
の
食
材
の

調
理
を
通
し
て
北
広
島
町
の
魅
力
を
伝

え
る
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

③
芸
北
神
楽
団
の
紹
介
冊
子
完
成

芸
北
地
域
内
の
神
楽
団
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
昨
年
度
は
７
つ
の
神
楽
団
の

皆
さ
ん
に
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。取
材
し
た
内
容
を
ま
と
め
、「
今
」

の
神
楽
団
を
20
年
後
、
30
年
後
に
伝
え

て
い
け
る
よ
う
な
冊
子
を
作
り
ま
す
。

２
年
目
の
協
力
隊
活
動
を
終
え
て
、

思
い
を
形
に
す
る
難
し
さ
は
わ
か
っ
た

け
れ
ど
、
そ
の
思
い
は
本
当
に
形
に
表

現
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

と
問
い
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
答
え
は

任
期
中
に
も
、
任
期
後
に
も
出
て
こ
な

い
と
は
予
測
し
ま
す
が
、
今
自
分
が
で

き
る
ベ
ス
ト
と
思
え
る
行
動
を
起
こ
し

て
い
き
た
い
で
す
。

                    （
芸
北
・
山や
ま
ぐ
ち口 

実み
さ
き咲
）

完成して大喜び！

作業中。集中しました。

邑南町で提供したカモ丼定食
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町
立
診
療
所
の
新
診
療
体
制

   

八
幡
診
療
所
へ
清
戸
医
師
が
赴
任

　

平
成
30
年
３
月
末
に
転
任
さ
れ
た
、

亀か
め
や
ま山 

和か
ず
や也
医
師
の
後
任
と
し
て
、
４

月
か
ら
八
幡
診
療
所
へ
、
清き
よ
と戸 

翔し
ょ
う 

医
師
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
清
戸
医
師

は
、
こ
れ
ま
で
尾
道
市
の
公
立
み
つ
ぎ

総
合
病
院
に
て
内
科
診
療
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
八
幡
診
療

所
所
長
と
し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。

健　
康
　
信
通

第157回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

　
平
成
30
年
度
の
町
立
診
療
所
の
新
た

な
診
療
体
制
は
、
左
の
と
お
り
で
す
。

診療所名 担当医師 診療日 診療時間

雄鹿原診療所
東條 環樹 月～金 午前 8 時 40 分～ 12 時

午後は予約外来・往診清戸　翔 月・火・金

八幡診療所 清戸　翔
木 午前 9 時～ 11 時 30 分

月・火・金 午後 3 時～ 5 時

芸北歯科診療所 木村 菜穂子 月～金 午前 8 時 40 分
　～午後 5 時 15 分

八幡診療所所長　清戸  翔  医師

楽しく運動　いいこといっぱい！
私の元気づくり体験記

元気づくり推進事業は現在 53 会場で実施
中です。参加者の声を紹介します。

西
宗
元
気
ク
ラ
ブ

　
藤ふ
じ
い井 

カ
ツ
子
さ
ん

（
毎
週
火
・
木

  

午
前
９
時
30
分
～
11
時
）

　

家
の
近
く
で
気
軽
に
体
操
が
で
き

る
と
聞
き
、
参
加
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
西
宗
は
１
人
暮
ら
し
の

方
が
多
く
、「
皆
と
話
せ
る
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
参
加
さ
れ
て
い
る
方

も
い
ま
す
。
私
た
ち
の
地
域
は
「
豊

平
の
北
海
道
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
雪

の
多
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
寒
さ
に
負

け
ず
、体
操
で
体
を
温
め
て
い
ま
す
。

　

体
操
以
外
で
は
、
私
は
夫
と
毎
日

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
２

人
で
行
う
こ
と
で
、
や
る
気
を
高
め

合
っ
て
い
ま
す
。
カ
ー
プ
の
応
援
や

旅
行
な
ど
、
お
互
い
に
共
通
し
た
趣

味
を
持
ち
、
楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ

う
、
夫
婦
で
一
緒
に
頑
張
り
ま
す
。

【
ア
ル
コ
ー
ル
ま
め
知
識　
そ
の
②
】

◆
お
酒
を
減
ら
す
場
合
の
目
標

　
毎
日
お
酒
を
飲
む
方
は
、
休
肝
日
を

週
１
日
（
で
き
れ
ば
２
日
）
作
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
難
し
い
場
合
は
、
月
１
回

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
で
き
そ
う

な
目
標
で
始
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
１
回
に
飲
む
量
も
減
ら
せ
る

と
よ
い
で
す
ね
。
ビ
ー
ル
５
０
０
㎖
で

あ
れ
ば
３
５
０
㎖
に
、
日
本
酒
や
焼
酎

で
あ
れ
ば
0.5
合
減
ら
す
程
度
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
酒
３
合
瓶
が
３

日
で
空
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
４
日
持

た
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
工
夫
す
る
と

よ
い
で
す
。
外
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が

多
い
方
は
、
付
き
合
い
で
飲
ん
で
し
ま

い
、
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
は
、

時
に
は
飲
み
会
を
断
る
か
、
飲
み
物
を

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
だ
け
に
す
る
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
お
酒
の
量
は
、
少
し
ず
つ
減
ら
す
の

で
あ
れ
ば
、
無
理
せ
ず
我
慢
せ
ず
に
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
な
り
の

方
法
で
、
少
し
ず
つ
お
酒
の
量
を
減
ら

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・
福
田 

貴
博
医
師
）
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

疲
れ
を
た
め
ず
活
動
的
な
生
活
を

　

春
は
、
農
作
業
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
に
取
り
組
み

や
す
い
時
季
で
す
。体
を
動
か
す
こ
と
は
、

年
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
る
身
体
機
能
の

低
下
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
疲
れ

を
た
め
ず
、
日
常
生
活
の
中
で
こ
ま
め

に
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

① 

筋
肉
を
ほ
ぐ
す

　
疲
れ
を
た
め
な
い
た
め
に
、
活
動
の

前
後
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
活
動
後
は
、
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り

つ
か
る
こ
と
で
、
筋
肉
が
ほ
ぐ
れ
血
流

が
良
く
な
り
、
疲
労
回
復
が
促
進
さ
れ

ま
す
。

② 

し
っ
か
り
眠
る

　
人
間
の
体
は
、
眠
っ
て
い
る
間
に
細

胞
の
修
復
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
ぐ
っ
す

り
眠
る
た
め
に
は
、
就
寝
直
前
の
食
事

摂
取
を
避
け
、
部
屋
を
暗
く
し
て
か
ら

横
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

し
っ
か
り
食
べ
る

　
疲
労
回
復
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

を
多
く
含
む
、
豚
肉
や
緑
黄
色
野
菜
な

ど
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
の
多
量
摂
取
は
、
疲
労
回

復
を
遅
ら
せ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ど
ん
ぐ
り
カ
フ
ェ

　
日
時　
５
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

　
会
場　
都
志
見
マ
ザ
ー
ズ
の
団ど
ん
ぐ
り
こ

栗
子

　
参
加
費　
３
０
０
円

◆
ふ
れ
あ
い
認
知
症
カ
フ
ェ
芸
北

　
日
時　
５
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

　
会
場　

 

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー　
旧
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

◆
ふ
れ
あ
い
認
知
症
カ
フ
ェ

　
日
時　
５
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
会
場　

 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

サ
ン
ク
ス
１
階
食
堂

介護保険料を改定しました
　平成 30 年度からの介護保険料を改定しました。65 歳以上の方の介護保険料は３年ごとに見
直され、北広島町にかかる介護サービス費用の総額見込みに基づき、１人当たりの介護保険料を
算定しています。

問保健課 介護保険係
　IP ☎０５０－５８１２－１８５３

所得段階 町民税課税状況・所得金額など 保険料率 年間保険料

第１段階 世帯非課税
合計所得金額と課税年金収入額の合計 80 万円以下 基準額× 0.45 36,290 円

第２段階 世帯非課税
合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円を超え 120 万円以下 基準額× 0.70 56,450 円

第３段階 世帯非課税
合計所得金額と課税年金収入額の合計が 120 万円を超える 基準額× 0.75 60,480 円

第４段階 本人非課税（世帯に課税者あり）
合計所得金額と公的年金収入額の合計が 80 万円以下 基準額× 0.85 68,550 円

第５段階 本人非課税（世帯に課税者あり）
合計所得金額と公的年金収入額の合計が 80 万円を超える 基準額 80,640 円

第６段階 本人が課税　　合計所得金額が 120 万円未満 基準額× 1.20 96,770 円
第７段階 本人が課税　　合計所得金額が 120 万円以上 200 万円未満 基準額× 1.30 104,840 円
第８段階 本人が課税　　合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未満 基準額× 1.50 120,960 円
第９段階 本人が課税　　合計所得金額が 300 万円以上 基準額× 1.70 137,090 円

認
知
症
カ
フ
ェ
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119
火災情報
IP050-5812-8119

 

■
火
災
多
発
期
特
別
警
戒
実
施
中
!!　
３
月
16
日
（
金
）
～
５
月
６
日
（
日
）

■
平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
忘
れ
て
な
い
？ 

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に 

火
の
確
認
」

　
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
原
因
の
約
６
割
が
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
就
寝
中
な
ど
人
が

火
災
に
気
が
付
き
に
く

い
時
に
も
火
災
を
早
期

に
発
見
し
、
知
ら
せ
て

く
れ
る
重
要
な
も
の
で

す
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て

い
な
い
方
は
必
ず
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
設
置

さ
れ
て
い
る
方
も
定
期

的
に
作
動
点
検
を
行
い
、
電
池
切
れ
ま
た
は
機
器
が
故

障
し
て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に
電
池
や
機
器
本
体
の

交
換
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
!!

　

設
置
場
所
及
び
点
検
方
法
に
つ
い
て

は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
北
広
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
く

わ
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所

点
検
方
法

点
検
方
法
は
、
ヒ
モ
を

引
っ
張
る
か
、
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
す
。

●階段
寝室がある階から下
の階に通じる階段

●寝室
寝室として使用
されている部屋

消
防
車
や
救
急
車
の
緊
急
走
行
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
消
防
車
や
救
急
車
は
、
一
刻
も
早
く
災
害
現
場
へ
到

着
す
る
た
め
に
、
赤
色
灯
を
点
灯
し
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
て
走
行
し
ま
す
。

左側に寄り
ましょう！

左側に寄り
ましょう！

ご協力ありがとうございます !!

◎�

緊
急
車
両
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
道
路
の
左
側

に
寄
っ
て
進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

交
差
点
ま
た
は
そ
の
付
近
の
場
合
は
、
左
側
に
寄
っ

て
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

20Public Relations Kitahiroshima
2018.5



　
北
広
島
町
で
は
、
10
万
円
以
上
の
工

事
※
を
対
象
に
工
事
費
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
く
わ
し
く

は
役
場
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建

設
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、補
助
金
限
度
額
は
20
万
円
で
す
。

補助対象事業 事業の内容 補助率 採択基準

道路・橋梁
新設・改良・修繕
舗装・災害復旧

５割
工事費が 10 万円以上
幅員が 1.2 ｍ以上
受益戸数が２戸以上

水路・頭首工
ため池

新設・改良・修繕 ４割 工事費が 10 万円以上
受益戸数が２戸以上災害復旧 ５割

農地 災害復旧 ５割 工事費が 10 万円以上

土地改良 改良・修繕 ４割
１戸当たりの工事費が 10 万円以上
換地処分登記完了後３年を経過し
た日以降の農地であること

治山 災害復旧 ５割 工事費が 10 万円以上

原材料 原材料
の支給

受益戸数が２戸以上
施設の機能を損なうことのない工
事であること　10 万円限度

その他 機械
借上げ料

受益戸数が２戸以上
機械借り上げに係る経費（運搬費
含む）　10 万円限度

　※ 工事費は標準経費（町で算定した金額）または、事業に要する経費（業者
などからの請求額）のいずれか低い額が基準となります。

　※採択後に工事を行う事業が補助の対象です。
　※予算の範囲以内とします。

　
ま
た
、
原
材
料
の
支
給
、
リ
ー
ス
会

社
か
ら
の
機
械
借
上
げ
料
を
対
象
と
し

た
原
材
料
支
給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
受
付
期
間　
９
月
30
日
（
日
）
ま
で

問
建
設
課
農
林
土
木
係
IP
☎
１
８
６
０

近
年
、
道
路
上
や
道
路
敷
地
へ
の
占

用
物
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
占
用
物
は
、
一
般

の
車
両
や
歩
行
者
へ
の
危
険
が
及
ぶ
ほ

か
、
緊
急
車
両
な
ど
の
通
行
や
災
害
時

な
ど
の
避
難
経
路
を
妨
げ
た
り
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
を
回
避
す
る
た
め
に
“
道
路
占
用
申

請
”
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
短
期
間
で
か
つ
地
域
の
事

情
に
よ
り
町
道
を
占
用
せ
ざ
る
を
得
な

い
場
合
は
、
事
前
に
役
場
建
設
課
、
ま

た
は
各
支
所
の
産
業
建
設
係
ま
で
ご
連

絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課 

土
木
係
IP
☎
１
８
６
０

　
芸
北
支
所
産
業
建
設
係
IP
☎
２
１
１
２

　
大
朝
支
所
産
業
建
設
係
IP
☎
８
０
０
１

　
豊
平
支
所
産
業
建
設
係
IP
☎
１
１
２
４

町
道
の
占
用
に
つ
い
て

  
北
広
島
町
地
域
施
工
支
援
事
業

都
市
計
画
の
変
更

　
千
代
田
都
市
計
画
用
途
地
域
（
有
田

地
区
の
一
部
、
古
保
利
地
区
の
一
部
、

壬
生
地
区
の
一
部
）を
変
更
し
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
計
画
係
IP
☎
１
８
６
０

「
法
定
外
公
共
物
」と
は
？

　
道
路
法
、
河
川
法
等
の
適
用
ま
た
は

準
用
を
受
け
て
い
な
い
公
共
物
の
こ
と

で
す
。「
赤
線・青
線
」と
呼
ば
れ
る「
里

道
・
水
路
」
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
・
法
人
が
許
可
な
く
埋
め
立
て

た
り
、
形
状
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。や
む
を
得
な
い
事
情
の
場
合
、

事
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
が
必
要
な
場
合

①
占
用
・
改
築
許
可
申
請

　
里
道
・
水
路
に
工
作
物
を
設
け
て
占

用
し
た
り
、
形
状
を
変
更
し
た
り
す
る

場
合
、
法
定
外
公
共
物
占
用
・
改
築
許

可
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
用
途
廃
止
申
請

　
里
道
・
水
路
を
個
人
・
法
人
の
所
有

に
し
た
い
場
合
に
は
、
法
定
外
公
共
物

の
用
途
廃
止
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
里
道
・
水
路
の
形
状
が
な

く
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
公
図
（
地

籍
図
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
限
り
公
用

廃
止
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
財
政
課
管
財
契
約
係
IP
☎
１
８
５
９

   

法
定
外
公
共
物（
里
道
・
水
路
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
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左から北広島町新規就農支援会議　濱田議長、小山さん、
横田さん、丸住さん、箕野町長

北広島町新規就農総合対策事業
新規就農者と30年度認定研修生が報告
　３月28日（水）、町長室で、今春新規就農
された横

よ こ た
田 弘

こうへい
平さんと平成30年度の認定研修

生・小
こ や ま

山 直
なおゆき

起さん、丸
まるすみ

住 隼
じゅんいち

一さんの報告会が
開催されました。横田さんは平成28年度の認
定研修生で、大朝地域でホウレンソウの生産を
開始されました。また、新規認定研修生の小山
さんは千代田地域、丸住さんは芸北地域で、そ
れぞれ４月から実地・基礎・視察研修を開始し、
平成32年春就農予定です。

北広島町農山村体験推進事業
モンゴルの青少年が町内で民泊体験・交流
　３月15日（木）～16日（金）、政府の「21世
紀東アジア青少年大交流計画」招

しょうへい
聘プログラム

の一環として、モンゴル国内のスポーツで活躍
する青少年21人が、日本の農村文化を知るた
めの民泊体験を豊平地域で行いました。各家庭
で郷土料理作りなどの生活体験をしたほか、夜
には宇都宮神社で吉木神楽団に神楽を上演して
いただき、大蛇の美技にモンゴルの方も受入家
庭も大きな歓声を送りました。

▲ お互いの国の文化な
どを話しながら食卓
を囲んでいました

「ふるさと文化財の森」の設定について
　広陵学園芸北文化ランドの草原が、茅葺屋根に使
う茅

かや
（ススキ）の生産場所として、文化庁の「ふる

さと文化財の森」に設定されました。
　ここでは「芸北茅プロジェクト」の一環で、芸北
中学校が、広陵学園協力のもと、茅の生産を行って
います。これまで生産された茅は、樽床民俗博物館
の民家（国指定重要有形民俗文化財）の修復事業な
どに使用されていますが、今後、町内外の文化財の
保存に活用されることが期待されます。

広陵学園芸北文化ランドで
茅を刈る芸北中学生

設定書交付式（３月 23 日）
右端が芸北文化ランドの向

むかんだい
台　敦

あつし
さん

文化財建造物の保存修理に使う木材、桧皮、茅など
の資材産地を、文化庁が設定する制度です。設定に
より、必要な管理経費の補助や、普及啓発事業など
が実施できます。

「ふるさと文化財の森」とは

問教育委員会 生涯学習課　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

受入家庭の方と
巻き寿司作りを体験▶

22Public Relations Kitahiroshima
2018.5



さ
ら
な
る
飛
躍
へ

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド 

ス
ロ
ー
プ
ス
タ
イ
ル
競
技向井　武

た け る

尊くん（中 2）

来シーズン プロ選手に

向井　海
か い と

人くん（中１）

　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
ス
ロ
ー
プ
ス
タ
イ

ル
＊
競
技
の
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
で
、
大

朝
地
域
の
向
井 

武
尊
く
ん
、
海
人
く

ん
兄
弟
が
、
こ
の
冬
、
数
々
の
大
会
に

出
場
し
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
日

本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
）

の
ポ
イ
ン
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
２
０
２

人
中
、
武
尊
く
ん
は
４
位
、
海
人
く
ん

は
13
位
で
今
シ
ー
ズ
ン
を
戦
い
終
え
、

武
尊
く
ん
は
プ
ロ
昇
格
権
利
を
取
得
、

来
シ
ー
ズ
ン
は
プ
ロ
選
手
と
し
て
戦
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
人
が
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め
た
の

は
、
武
尊
く
ん
が
小
学
１
年
生
、
海
人

く
ん
が
年
長
の
時
。
大
朝
の
寒
曳
ス

キ
ー
場
へ
ス
キ
ー
の
練
習
に
行
き
、
小

さ
い
子
が
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
や
っ
て
い

る
姿
を
見
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
ジ
ャ

ン
プ
の
技
な
ど
に
魅
力
を
感
じ
て
ス

ロ
ー
プ
ス
タ
イ
ル
競
技
へ
の
挑
戦
を
決

め
ま
し
た
。

　
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
芸
北
地
域
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
サ
イ
オ
ト
な
ど
で
練
習
を
重
ね

な
が
ら
、
全
国
の
大
会
に
参
戦
し
、
10

代
後
半
～
20
代
の
選
手
と
肩
を
並
べ
て

一
般
の
部
に
出
場
。
年
上
と
戦
う
こ
と

に
「
緊
張
し
な
い
時
も
あ
る
」
と
、
武

尊
く
ん
。モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
、

緊
張
感
や
恐
怖
心
を
克
服
し
大
会
に
臨

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
シ
ー
ズ
ン
終
盤
の
３
月
に
行
わ
れ
た

全
日
本
選
手
権
で
思
う
よ
う
な
滑
り
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

で
終
わ
れ
な
か
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
を

「
悔
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
２
人

で
す
が
、
来
シ
ー
ズ
ン
は
、「
プ
ロ
選

手
権
で
優
勝
」（
武
尊
く
ん
）、「
プ
ロ

に
な
る
」（
海
人
く
ん
）
と
い
う
目
標

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
互
い
の
存
在
に
つ
い
て
、

武
尊
く
ん
は
弟
を
「
ラ
イ
バ
ル
」、
海

人
く
ん
は
兄
を
「
自
分
に
は
で
き
な
い

技
が
で
き
る
お
手
本
」。
兄
弟
で
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
、
今
月
後
半
か
ら
は
毎

週
福
岡
の
施
設
へ
通
い
、練
習
を
継
続
。

来
シ
ー
ズ
ン
の
み
な
ら
ず
、
４
年
後
の

冬
季
五
輪
も
見
据
え
る
２
人
の
さ
ら
な

る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆第 36 回全日本スノーボード選手権大会
　　中部地区大会　　第２位
　　東北・関東地区大会　第３位
◆スロープスタイルＧ１大会
　（OCCHY  Enterprise  CUP）　第２位　

◆第 36 回全日本スノーボード選手権大会
　　西日本地区大会　　第 10 位
◆スロープスタイルＧ１大会
　（OCCHY  Enterprise  CUP）　第 11 位
◆第 36 回全日本スノーボード選手権大会
　　ストレートジャンプの部　第４位　

今シーズンの
主な成績

※一般男子の部に
出場

表彰台に上がった武尊くん（左端）
（写真：保護者提供）

＊スロープスタイル… 障害物やジャンプ台などが設置されたコースを滑り、回転し
ながらジャンプするなどの技術を競う種目。2014 年から冬
季五輪の正式種目。（参考：JSBA ホームページ）

第 13 位第４位 JSBA ポイント
ランキング
(4 月 13 日現在）
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　
新
任
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介

こ
の
度
、
次
の
方
が
新
し
く
民
生
委

員
児
童
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
生
活
上
の
心

配
ご
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
に
つ
い
て
は
秘
密
を
守

り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
山や
ま
さ
き﨑　
幸こ
う
さ
く策　

　

 

千
代
田
【
八
重
18
区
、
八
重
19
区
、

八
重
20
区
】
地
域
担
当

●
栗く
り
す
え末　
茂し
げ
お雄　

　

 

豊
平
【
落
合
、
別
府
、
畑
田
、
中
和
、

長
沢
、
若
林
】
地
域
担
当

問
福
祉
課
地
域
福
祉
係
IP
☎
１
８
５
１

　
医
師
・
看
護
師
育
成
奨
学
生
募
集

　
将
来
、
医
師
や
看
護
師
、
准
看
護
師

と
し
て
、
北
広
島
町
内
の
医
療
機
関
な

ど
に
勤
務
し
よ
う
と
さ
れ
る
方
へ
、
修

学
な
ど
に
必
要
な
資
金
（
奨
学
金
）
を

お
貸
し
し
ま
す
。

▼
対
象
者　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
が
、
貸
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・ 
医
師
や
看
護
師
、
准
看
護
師
と
し
て

町
内
の
医
療
機
関
な
ど
へ
勤
務
す
る

意
思
の
あ
る
方

・ 

学
業
ま
た
は
臨
床
研
修
の
成
績
が
優

良
で
、
心
身
と
も
に
健
全
な
方

・ 

北
広
島
町
修
学
奨
学
金
貸
与
条
例
に

基
づ
く
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
方

※ 

北
広
島
町
内
に
住
所
が
あ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
貸
付
金
額
と
貸
付
期
間　
貸
付
金
額

と
貸
付
期
間
の
上
限
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

・
医
学
生
…
月
25
万
円
、
６
年

・
研
修
医
…
月
25
万
円
、
２
年

・
看
護
師
…
月
10
万
円
、
５
年

・
准
看
護
師
…
月
５
万
円
、
２
年

▼
返
還
方
法　
返
還
に
つ
い
て
は
、
貸

付
期
間
満
了
の
６
か
月
後
か
ら
の
開
始

で
、
貸
与
期
間
の
２
倍
に
相
当
す
る
期

間
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
奨

学
金
は
無
利
子
で
、
月
賦
、
半
年
賦
、

年
賦
、
一
括
の
う
ち
か
ら
、
返
還
方
法

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
返
還
免
除　
貸
付
を
受
け
た
期
間
の

1.5
倍
の
期
間
、
町
内
の
医
療
機
関
な
ど

に
勤
務
し
た
場
合
は
、
奨
学
金
全
額
が

返
還
免
除
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
条
件

に
よ
り
奨
学
金
の
一
部
が
返
還
免
除
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法　
役
場
保
健
課
に
あ
る
申

請
書
に
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
や
申

請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間　
４
月
２
日
～
５
月
11
日

　
　
　
　
　
　
９
月
３
日
～
10
月
12
日

▼
貸
付
決
定　
貸
付
決
定
に
つ
い
て
は

提
出
書
類
の
審
査
と
面
接
の
結
果
に
よ

り
ま
す
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
男
女
共
同
参
画
学
習
費
の
助
成

　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
学
習

す
る
方
に
、
学
習
に
要
す
る
費
用
を
予

算
の
範
囲
で
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
北
広
島
町
内
に
在
住
す
る
方

で
、
学
習
後
、
そ
の
成
果
を
地
域
等
に

お
い
て
生
か
す
こ
と
が
出
来
る
方

助
成
対
象
経
費　
受
講
費
・
参
加
負
担

金
、
旅
費
（
交
通
費
等
）

対
象
講
座　
公
共
団
体
が
開
催
す
る
講

座
な
ど　
（
例
）
エ
ソ
ー
ル
ひ
ろ
し
ま

大
学
基
礎
講
座
・
応
用
講
座

※ 

個
人
の
資
格
取
得
に
関
す
る
も
の
や

営
利
活
動
に
関
す
る
も
の
な
ど
は
除

き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課
人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
IP
☎
５
０
２
０

広島広域都市圏
広島東洋カープ（２軍公式戦）

共同応援　参加者募集
日時　６月 23 日（土）9：30 ～ 17：30
集合・解散　広島駅新幹線口
参加費　1 人 2,000 円
内容　 錦帯橋等の観光・由宇練習場での

カープ共同応援（対オリックス戦）
申込　 往復はがきに参加者全員の住所・氏

名・年齢・電話番号を記入し、５月
18 日（金）までに下記事務局へ送っ
てください。

〒７３０－８５８６（住所不要）
広域都市圏推進課内広島広域都市圏協議会
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問町民課 環境管理係  IP ☎０５０－５８１２－１８５４
　芸北支所　　　　　IP ☎０５０－５８１２－２１１０
　大朝支所　　　　　IP ☎０５０－５８１２－２２１１
　豊平支所　　　　　IP ☎０５０－５８１２－１１２２

北広島町では、リサイクル意識の向上、ごみの減量化を図ることを目的に、「資源ごみリサイ
クル町民総ぐるみ運動」を展開しています。
　皆さんの団体で資源ごみを回収し、業者に引き取ってもらいます。その実績を北広島町に申請
すると、1kg につき 7 円の助成金が交付されます。まだ登録されていない団体の方は、皆さん
声を掛け合って団体登録をお願いします。

ふやしましょう！「資源ごみリサイクル」
～平成 30 年度も助成金「7 円／㎏」で継続します～

■対象団体　 行政区、子ども会、女性会、ＰＴＡなどの町内の住民団体
■対象品目　 古紙（新聞・雑誌・ダンボールなど）、アルミ缶、スチール缶、

ペットボトル、衣類
■助成金額　１㎏につき７円（１㎏未満は切り捨て）
■手 続 き　事前に団体登録が必要です。

　　　　　 役場町民課環境管理係または各支所にご相談ください。

問教育委員会 生涯学習課　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

生物多様性きたひろ戦略　薪活編里山体験の推進
町の豊かな自然や文化などを教育や観光に活かす取り組みを推進します。

エコ・カフェ

林産物の高付加価値化

里山と人の関わりについて、生物多様性、
文化、エネルギー自給、食、教育など、さ
まざまな視点から情報共有を図るイベント
を町内で開催します。

適正に管理された里山から得
られた林産物を認証して、観
光拠点などでの商品販売を検
討します。

里山モニタリングサイト
町の美しい里山風景や、自然と人の営み
を体験する「薪活」を推進します。

・ 目標や将来像、メンバー構成や役割分
担など、エコツーリズムを推進する上
で必要な体制を検討します。

推進体制の検討

ツアープログラムの検討

・ せどやま事業や茅プロ
ジェクトなど、里山の
恵みや管理の手法を組
み込んだプログラムな
どを検討します。
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看護師・准看護師
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム やすらぎ
北広島町豊平病院

（医）明和会 北広島病院
看護助手

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

歯科衛生士
（医）共愛会 みやけ歯科医院

受付及び歯科助手
（医）共愛会 みやけ歯科医院

介護職・介護支援専門員など
特別養護老人ホーム やすらぎ

（医）社団慶寿会 千代田中央病院
特別養護老人ホーム 正寿園
老人保健施設あけぼの
特別養護老人ホーム ゆりかご荘

小売店販売員など
Life shop かわすみ
ａｕショップ　北広島店

事務員など
（株）ダスキンプロダクト 中四国
（株）シバオ 広島サービスセンター

営業・販売
テクノレイク（株）

（有）あすなろ
土木建築作業員・設備作業員など

（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電機サービスセンター
竹村石油（株）

（有）ビーエム
（有）ダイケン
（株）タカノエンジニアリング
豊平建設（株）
桑本建材（株）

（有）日高工務店
現場オペレーター

（株）下岡タイヤ産業
調理人

広島北ホテル
接客業務など

広島北ホテル
食品製造など

丸二（株）
製造作業員（工場作業など）

（株）大田鋳造所 千代田事業所
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
（株）セイユー
カトウ家具工芸（有）

（株）サステック
（株）タカノエンジニアリング
（株）中野石材
エーエスレジン（株）

（株）ハタヤデザイン

製造作業員（工場作業など）
（株）カセイ

北広島エコファクトリー 西日本リネンサプライ（株）
広島イーグル（株）
広島精密工業（株）氏神工場
ドリームベッド（株）千代田工場

（有）木下鉄工所
（株）ダスキンプロダクト 中四国

ブリヂストンタイヤサービス西日本（株）中国支社
徳山産業（株）

生コンの試験補助
桑本建材（株）

車両タイヤ業務
桑本建材（株）

水処理施設維持管理職
千代田衛生興業（有）

環境整備職
千代田衛生興業（有）

産業廃棄物処理従事者
喜楽鉱業（株）広島総合工場
運転手（トラック・機械・バス・タクシーなど）
福山通運（株）広島北支店
喜楽鉱業（株）広島総合工場

（有）大朝交通
ちよだタクシー（株）
北広島タクシー

（株）下岡タイヤ産業
（株）竹下建設
（有）ダイケン
出水運輸センター（株）広島営業所
桑本建材（株）

（有）豊平交通
自動車技術（自動車整備）

（株）エムジー・カーズ千代田
車検の速太郎　千代田店

（株）米田自動車
自動車検査員

車検の速太郎　千代田店
農業

（有）千代田ファーム
（有）北広島町農林建公社

農産物の管理・接客
豊平建設（株） 豊平どんぐり農園

美容師
ku-ra　HAIR FIT

スポーツ
大朝まちづくり（有）

倉庫作業
出水運輸センター（株）広島営業所

保育士
蔵迫保育所

店舗運営・管理
（株）誠企画

正社員の募集
看護師・准看護師

（医）社団慶寿会 千代田中央病院　
（医）明和会 北広島病院
（医）社団せがわ会 千代田病院
特別養護老人ホーム やすらぎ
立川医院

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院

介護職・介護支援専門員など
特別養護老人ホーム やすらぎ
グループホーム・デイサービス　きららの里
社会福祉法人　三矢会
芸北小規模多機能ホーム・芸北デイサービス
特別養護老人ホーム ゆりかご荘
北広島町社会福祉協議会

（医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
障害福祉サービス ホームきずな・ぴいぱぶ
あけぼの訪問介護事業所

歯科衛生士
（医）共愛会 みやけ歯科医院

受付及び歯科助手
（医）共愛会 みやけ歯科医院

栄養士
タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）

小売店販売員など
Life shop かわすみ

（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫
（株）フレスタ　サンクス店

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫

（株）コスモス薬品
（株）ザグザグ（ドラッグストア ザグザグ千代田店）
ローソン千代田インター店
メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫
パレット　千代田店
高谷（株）（ファッションハウスルックルック千代田店）
auショップ　北広島店
ローソン北広島町　蔵迫店

事務員など
ヤマト運輸（株）広島千代田センター
福山通運（株）広島北支店
山県東部生コン（株）
テクノレイク（株）
車検の速太郎　千代田店

（株）ショウワコーポレーション
乗合タクシー　受付

ちよだタクシー（株）
クリーニング　受付

（有）つかさランドリー
土木作業員など

（株）タカノエンジニアリング
（有）ビーエム

調理人
特別養護老人ホーム やまゆり
北広島町（給食調理員）
タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）
きたひろ市場

（株）広鉄二葉サービス
接客・調理補助など

千代田OGMゴルフ倶楽部
（有）新見仕出し店
きたひろ市場
（株）サルボ両備　寒曳売店

エームサービスジャパン（株） やまびこ広島事業所
（株）広鉄二葉サービス
（株）フレスタ　サンクス店
芸北文化ランド

（株）むさし

接客・調理補助など
（株）どんぐり村
広島北ホテル
田原温泉5000年風呂
お好み焼き 三八 松浦
のどか　旬菜屋

（株）バルコム（長笹 樂山）
（株）亀の家（アザレア千代田）

タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）
（株）誠企画

食品製造など
（株）タカキベーカリー  千代田工場
（株）フレスタ　サンクス店
広島協同乳業（株）

製造作業員（工場作業）
（株）キャリアメイク
（株）セイユー
（株）ショウワコーポレーション
（株）タカノエンジニアリング
（株）ダスキンプロダクト 中四国
オオアサ電子（株）

（株）ハタヤデザイン
（株）サルツ
テクノレイク（株）

（株）カセイ
（株）やまびこ　広島事業所
（株）進栄工業
日本機電西日本販売（株） 千代田センター
徳山産業（株）

配達員
日本郵便（株）

清掃作業車 運転手
三次電工（株）北広島出張所

検品・仕分け
姫路合同貨物自動車（株）ジュンテンドー芸北配送センター

倉庫作業など
エコートレーディング（株）広島支店

清掃
サマンサジャパン（株）

（有）ホームクリーン
エーエスレジン（株）
三次電工（株）北広島出張所

美容師
ku-ra　HAIR FIT

キャディ
千代田OGMゴルフ倶楽部

警備員
（株）タック
（株）ニットー 三次営業所

農業
（有）山本屋養鶏場
三島食品（株）北広島町農園事業  紫の里
SUN　SMILE　FARM

保育士
大朝保育所
蔵迫保育所

保育士＋保育補助
蔵迫保育所

パートの募集

人情報コーナー求 平成30年４月10日現在 

問 北広島町求人情報センター（企画課 定住推進係内） 
    IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週月・木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 　                    IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

相続税対策のつもりが元本割れ
銀行窓口での保険契約

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［３月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 18,885 人 （75 減）

    転　入 100 人

    転　出 154 人

　 出　生 13 人

　 死　亡 34 人

    世帯数 8,532 世帯 （１減）

>>> Editor's postscript 編集後記

Stop
費者トラブル消

●軽自動車税
●固定資産税［１期］

 ５月31日（木）

◆桜ほど、人々を楽しませ、心を躍らせる花
はないかもしれません。満開に咲き誇ってい
る時はもちろん、少しずつ暖かくなるにつれ、
つぼみが膨らんでピンク色に染まり、開花は
まだかと待ちわびる頃、一輪、二輪と咲いて
いく頃。桜の木の下で立ち止まり、思わず写
真を撮った方も多いのではないでしょうか。
時に春の嵐、この春は雪にも見舞われ、満開
でいられる時間は短いこともありますが、散
りゆく桜もまた美しく、最後まで楽しませて
くれます。広い北広島町では、まだまだ楽し
める桜もあります。ぜひ出かけてみてはいか
がでしょうか。

　定期預金が満期になり、
銀行に行ったところ、窓
口で「相続税対策になる。
○ ○ 生 命 と い う 会 社 を
知っているか」と言われ
た。社名は知らなかった
が、相続税対策になるならと思い、よく理解は
出来ないまま、１千万円と５百万円の契約をし、
支払った。銀行が保険を勧誘するとは思ってお
らず、元本保証の定期積立のつもりだった。先
日、運用状況通知が届き、外貨建ての15年満
期の保険だと知った。80歳代の私には長期保
険契約は必要ないし、元本も減っていた。契約
の際には元本割れのリスクの説明は受けていな
い。（80歳代　女性）
≪ひとこと助言≫　
●銀行の窓口で勧められたので預金のようなも

のだと思ったり、預金にするつもりの商品と
して、元本保証だと思ったりして、長期間の
保険商品を契約してしまったという相談が寄
せられています。また投資経験がないのにリ
スクが高い外貨建ての保険商品を勧誘され契
約したケースもあります。

●銀行でも保険商品を販売していますが、預金
とは異なり、満期時や中途解約時に元本割れ
となる場合があります。また、外貨建て保険
では為替変動リスクが生じたり、日本円と交
換する際に手数料が必要となったりすること
があります。契約内容がよく分からなければ
契約をしないようにしましょう。

●契約直後であれば、クーリング・オフが出来
ることがありますので、ご相談ください。

（参考：見守り新鮮情報　第303号）住民参加型スポーツイベント
「チャレンジデー」

チャレンジデーとは…
人口規模がほぼ同じ自治体同士で、15
分間以上継続して運動を行った住民の参
加率を競うスポーツイベントです。
みんなで参加しましょう。

今年の対戦相手
 神奈川県 山

やまきたまち
北町

5/30
（水）

問教育委員会 生涯学習課IP☎１８６４
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北広島町観光写真コンテスト入賞作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.26

【北広島町長賞】一休み　〔撮影場所：芸北地域〕

【
第
12
回（
平
成
29
年
）　
北
広
島
町
長
賞
】

撮
影
者　
原は
ら　
恒つ
ね
お夫
さ
ん

（
北
広
島
町
今
田
）

　
四
季
折
々
、
町
内
の
素
敵
な
魅
力
あ
る
自

然
風
景
、
伝
統
文
化
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
巡

り
、
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
写
真
の
場
所
は
、芸
北
地
区
の
溝
口
。

陽
光
に
輝
き
、
満
開
の
桜
並
木
の
ト
ン
ネ
ル

の
美
し
さ
に
誘
わ
れ
て
、毎
回
毎
回
通
っ
て
、

３
年
目
に
や
っ
と
素
敵
な
一
期
一
会
に
出
会

い
、
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、

ク
ラ
ブ
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
、
感
激
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
の
た
め
に
も
美
し
い

も
の
に
触
れ
、
感
動
を
受
け
て
、
北
広
島
町

内
の
素
晴
ら
し
い
魅
力
あ
る
奥
深
さ
を
、
私

な
り
に
楽
し
み
な
が
ら
撮
っ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　５月 13日（日）　新庄のはやし田（おおあさ鳴滝露天温泉前特設会場）
　５月 20日（日）　原東大花田植（志路原ライスセンター特設会場）
　６月 3日（日）　壬生の花田植（壬生特設会場）

　今年も町内３ヶ所で花田植（はやし田）が
開催されます。ぜひお出かけください。

花田植（はやし田）の開催日程

 検索ぐるっと、きたひろしま北広島町観光情報サイト

※ 

写
真
の
一
部
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
）
を
加
工
し
て
い
ま
す
。


